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人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市
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12主な内容

No. 69

世 帯 数 2 万 4，419
人　 口 5 万 6，006

男 2 万 6，216
女 2 万 9，790

出　 生 50
死　 亡 42
転　 入 136
転　 出 67

（11 月 1 日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

【特集】ツルマラソン開催………………………………　２～３
指定管理者制度導入へ………………………………………　４
税金のお知らせ………………………………………………　５
総合医療センター外来診療表………………………………　８

2011（平成23年）

（＋42）
（＋78）
（＋44）
（＋34）

( 南国交通ボンネットバス　11月 16日撮影 )

「あの頃のバスに乗ってみませんか？」
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10
月
23
日
、
第
24
回
出

水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

市
陸
上
競
技
場
を
発
着
点

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
季
か
ら
は
昨
季
の
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ツ
ル
感
染
な
ど
を
受

け
、
流
行
期
を
避
け
秋
に

繰
り
上
げ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
、
10
㌔
、
３

㌔
の
３
種
目
に
１
８
３
２

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、

秋
晴
れ
の
も
と
、
思
い
思

い
の
ペ
ー
ス
で
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
前
日
に
は
、

出
水
公
会
堂
で
前
夜
祭
が

開
催
さ
れ
、
大
会
参
加
者

を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

大
会
役
員
等
と
の
交
流
も

図
ら
れ
ま
し
た
。

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

第24回

成　績　表
マラソンの部　総合優勝

［男子］　山本　 大  さん（熊本市）　　　［女子］　一村　多美代 さん（熊本県球磨郡）

10㎞　総合優勝
［男子］　杉元　博幸 さん（出水市）　　 ［女子］　本田　恵津子 さん（出水市）

３㎞　総合優勝
［男子］　小松　福幸 さん（鹿児島市） 　［女子］　濱村　咲良 さん（出水市）
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［女子］
一村　多美代さん

［女子］
本田　恵津子さん

［女子］
濱村　咲良さん

［男子］
山本　 大 さん

［男子］
杉元　博幸さん

［男子］
小松　福幸さん

10㎞　総合優勝

マラソンの部　総合優勝

３㎞　総合優勝

選
手
宣
誓

　

亀
川　

明
広　

さ
ん

　
　
　
　

い
づ
美
さ
ん

　
　
　
　

こ
こ
ろ
さ
ん

　

亀
川　

哲
郎　

さ
ん

応援団から黄色い声援

いい表情ですね

マイペースで気持ちよく

風のように走れ

ツルのように
手を広げて力走
ツルのように

いい表情ですね

応援団から黄色い声援
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行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

効
果
的
・
効
率
的
に
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

24
年
４
月
１
日
か
ら
市
の
施
設
に「
指
定
管
理
者
制
度
」を
導
入

し
ま
す
。

　

◆
施
設
名

　
　

中
央
公
民
館
・
文
化
会
館
・
音
楽
ホ
ー
ル

　

◆
指
定
期
間

　
　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日（
３
年
間
）

　

◆
指
定
管
理
者

　
　

株
式
会
社　

ト
シ
ヒ
ロ

　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課（
☎
�
２
１
０
６
）　

総合計画審議会委員を募集
　市では、総合的かつ計画的な行政の運営を図るため、総合計画（後期基本計画）の策定を進めており、そ
の策定に携わっていただく「出水市総合計画審議会」の委員の一部を募集します。審議会は、市長の諮問に
応じ、総合計画の内容について調査、審議し、その結果や意見を報告します。

■応募資格
　次の条件を満たすこと
　○満２０歳以上で、市内に居住または市内の事業所に勤務していること
　○平日の昼間に６回程度開催する会議に参加できること
■募集人数
　８人以内
■任　　期
　委嘱の日から２年以内
■募集期間
　１２月１日（木）〜２６日（月）※必着
■応募方法

所定の応募用紙に住所、連絡先、氏名、生年月日、略歴、応募の動機を記入の上、直接持参、郵送、
ファックスまたは電子メールで応募してください。
応募用紙は請求していただければ郵送しますが、市のホームページからもダウンロードできます。

■応募・問い合わせ先
　本庁企画政策課企画調整・男女共同参画係（☎６３－４０３３　FAX ６３－４０３０）
　電子メール　kikaku_c@city.izumi.kagoshima.jp

中
央
公
民
館
・
文
化
会
館
・
音
楽
ホ
ー
ル

指
定
管
理
者
制
度
導
入
へ
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固定資産税
　固定資産税の納税義務者は基本的に毎年１月
１日現在の登記簿上の所有者となっています。
従って、年度途中で売買、相続、交換等で登記
されても固定資産税の納税義務者は変更されま
せんのでご注意ください。
　また、住宅を新築された方は土地に対して住
宅特例という土地に対する固定資産税の軽減制
度があります。
　平成２３年中に住宅や倉庫等の家屋を新築ま
たは解体された方で届出や家屋調査がお済みで
ない方は税務課にお知らせください。

問い合わせ先
　本庁税務課固定資産税係
　（☎６３－４０３２）

給与所得者の年末調整
　１２月は、給与等に係る源泉所得税の年末調整の月
です。
　毎月の給与等から源泉徴収された所得税の１年間の
合計額と、その年の給与総額に対する年税額とは一致
しないのが普通です。
　このため、源泉徴収税額の過不足を精算する必要が
あります。この手続きを「年末調整」と呼んでいます。
　大部分の給与所得者は、年末調整により、その年の
納税を完了することになりますので、年末調整が正し
く行われるためには、勤務先に扶養親族や保険料など
の申告を正しく行うことが大切です。
　詳しくは、最寄りの税務署にお気軽にお尋ねください。

問い合わせ先
　出水税務署（☎６２－０２００）

税務署でのご相談は予約を
　税務署でのご相談は事前予約をお願いします。
　具体的書類や事実関係を確認する必要があるなど、相談内容によっては電話での回答が困難な場合があ
りますので、お電話等で事前に相談日時等を予約いただいた上で、税務署でご相談をお受けしています。
　予約の際は、お名前・ご住所・ご相談内容等をお伺いします。

問い合わせ先
　出水税務署（☎６２－０２００）

償却資産の申告 ～市内で事業をされている方へ～

　会社や個人で工場・商店等を経営されている方や農業・漁業をされている方または賃借業をされてい
る方等については、その事業のために所有されている事業用資産（「構築物」、「機械および装置」、「船舶」、
「車両および運搬具」、「工具、器具および備品」）を償却資産として毎年１月１日現在の状況を申告しな
ければなりません。（地方税法第３８３条）
　平成２４年度の償却申告書を１２月中に税務課からお送りしますので平成２４年１月３１日（火）まで
に必要事項を記入の上、申告してください。
　また、新しく事業を始められた場合や償却資産がある事業者で、償却資産申告書が届かない場合は税
務課固定資産税係にご連絡ください。

問い合わせ先
　本庁税務課固定資産税係（☎６３－４０３２）

（固定資産税）
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木造住宅耐震診断・耐震改修工事補助制度をご活用ください
　市では、安全安心のまちづくりを目指して、地震による木造住宅の倒壊等を防ぎ、市民の生命、身体や財
産を守るため、耐震診断および耐震改修工事にかかる費用の一部について補助金を交付する制度を実施して
います。

補助の対象者
　○木造住宅を市内に所有する方で、現に住んでいる方がいること
　○借家人がいる場合は、診断や改修工事の実施について同意を得ていること
　○市税を滞納していないこと
対象となる住宅
　○昭和５６年５月３１日以前に着工された専用住宅または併用住宅（過半の床面積が住宅の用途であること）
　○構造は地上３階建までであること
補助の要件
　○耐震診断にあっては、耐震診断技術者に診断を委託すること
（耐震診断技術者とは建築士であって、鹿児島県が主催する「鹿児島県木造住宅耐震技術講習会」の受講
者をいいます。）
○耐震改修工事にあっては、耐震診断技術者が設計および管理を行うこと。また、主な耐震補強箇所が直
接見て確認できる時期に、市が行う中間検査に合格すること

補 助 金
内　　容 補助率 限度額

耐 震 診 断 ２／３ ２万円
耐震改修工事 １／３ ２０万円

注意事項
○耐震診断や耐震改修工事の実施にあたっては、耐震診断技術者と契約を行う前に、実施内容について事
前に市と相談してください。
○木造以外の構造が混在している住宅、昭和５６年６月１日以降に増築された住宅、特殊な工法の住宅な
どは補助の対象から外れることがあります。
○原則として、それぞれの年度内に耐震診断または耐震改修工事を完了していただくことになりますので、
年度内のできるだけ早い時期に補助金の申請を行ってください。年度末の申請は、予算の都合で次年度
の実施となることもあります。

問い合わせ先
　本庁都市計画課建築係（☎６３－４０６５）

＊耐震診断のみの実施も補助対象になります。

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
安
全
で
す
か
？

～
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
～

　

市
で
は
、
が
け
の
崩
壊
に
よ
り
市
民
の
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
住
宅
の
移
転
を
促
進
す
る
た
め
、
対

象
者
に
危
険
住
宅
の
除
却
や
安
全
な
場
所
へ
の
住
宅
建
設

に
要
す
る
経
費
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
危
険
住
宅

○
昭
和
46
年
８
月
31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
住
宅

○
高
さ
が
２
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、
勾
配
が
30
度
を
越
え
る

が
け
に
近
接
す
る
住
宅

補
助
の
内
容

○
除
却
等
費

　

危
険
住
宅
の
撤
去
費
お
よ
び
移
転
等
に
要
す
る
費
用

○
建
物
助
成
費

危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
（
購
入
を
含
む
）、
土

地
取
得
、
敷
地
造
成
の
た
め
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
の
借
入
金
利
息
（
年
利
率
８
・
５
㌫
を
限
度

と
す
る
）
相
当
額

補
助
金
の
限
度
額

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
都
市
計
画
課
住
宅
係
（
☎
�
４
０
６
６
）

除　却　等　費 ７８万円

建
物
助
成
費

建設および購入 ４４４万円

土地取得 ２０６万円

敷地造成 ５８万円
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年末年始の燃やせる家庭ごみの収集日

年末年始のし尿のくみ取り

☆家庭ごみの収集日については、各家庭にお配りしてある「平成２３年度収集計画カレンダー」に記載してありま
す。ご不明な点がございましたら、本庁市民生活課生活環境係（☎６３－４０４２）、高尾野支所市民福祉課市
民生活グループ（☎８２－５４１６）、野田支所市民福祉課市民生活グループ（☎８４－４８１３）にお問い合わ
せください。
☆環境センターおよびリサイクルセンターは、１２月３１日（土）から１月３日（火）まで受け入れはできません。

両センターへの個別持ち込みについて、１２月２５日（日）は午前８時３０分から午後４時３０分まで特別受け

入れを実施します。また、３０日（金）までは受け入れますが、３０日（金）の受付時間は午前８時３０分から午

前１１時３０分までですのでご注意ください。
なお、料金は両センターとも５００㌔までは５００円です。詳細については、環境センター（☎７５－
０７３９）、リサイクルセンター（☎８４－４１１１）にお問い合わせください。

　年末は大変込み合いますので、早めにくみ取りをされることをお勧めします。
　年内にくみ取りを希望される方は、１２月１６日（金）までに、文化清掃社（☎６２－０１５５）または出水清掃
（☎６２－０５８９）にお申し込みください。

出 水 地 域

収集地区 年末収集最終日 年始収集開始日

月・木曜日収集地区 １２月２９日（木） １月５日（木）
火・金曜日収集地区 特別収集１２月２９日（木） １月６日（金）
月曜日のみ収集地区 １２月２６日（月） 特別収集１月４日（水）
水曜日のみ収集地区 １２月２８日（水） １月４日（水）
木曜日のみ収集地区 １２月２９日（木） １月５日（木）

高尾野地域
月・木曜日収集地区 １２月２９日（木） １月５日（木）
火・金曜日収集地区 １２月２７日（火） 特別収集１月４日（水）

野 田 地 域 特別収集１２月２８日（水） 特別収集１月４日（水）

事
業
所
ご
み
は
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
！

　

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、
法
律
に
よ
り
事
業
者
の
責
任

で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
個
人
事
業
者
と
い
え
ど
も
、
事
業
活
動
に
よ
っ
て

出
る
ご
み（
事
業
系
ご
み
）は
家
庭
で
の
生
活
か
ら
出
る
ご
み

（
家
庭
系
ご
み
）と
は
区
分
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。飲

食
店
、
商
店
、
農
林
水
産
業
な
ど
事
業
活
動
で
出
た

ご
み
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
、
段
ボ
ー
ル

紙
な
ど
の
廃
棄
物
は
、
市
が
収
集
す
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ

ん
。

　

事
業
所
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
可
燃
物
、
不
燃
物
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
き
ち
ん
と
分
別

し
、
自
分
で
処
分
場（
環
境
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
）に
持
ち
込
む
。

◎
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
）に
処
理
を
依
頼
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係　
　
　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
３
）
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出水総合医療センター外来診療表
　出水総合医療センターでは、次の診療表のとおり診療を行っています。
　診療表を確認のうえ、ご来院くださるようお願いします。

受 付 時 間	 　初診の方	 午前７時４５分～同１１時
	 　　　　再診の方	 午前６時４５分～同１１時
診療開始時刻　　午前８時３０分
休 　 診 　 日　　土曜日、日曜日、祝日、１２月２９日～１月３日

※　予約の必要な診療科もありますので、事前にご確認ください。
※　担当医師が、学会や出張等で不在の場合もあります。

問い合わせ先

　地域医療連携室
　（☎６７−１６１１）

科  　名 月 火 水 木 金

内 　 　 　 科 吉井　　博 吉井　　博 吉井　　博 吉井　　博 吉井　　博

循 環 器 内 科 楠元　孝明 楠元　孝明 楠元　孝明 楠元　孝明

消 化 器 内 科 二宮　　正 （紹介患者） 二宮　　正 （紹介患者） 二宮　　正

糖尿病・代謝内科

西田　健朗
（第１）

毎週月曜日のみの予約診療

前田　貴子
（第２）

藤澤　和夫
（第３）

河島　淳司
（第４・５）

神 経 内 科 高橋　浩一
（第１・３・５）

肝 臓 内 科 椨　　一晃
（第２・４）※要予約

呼 吸 器 内 科 安田　國士

腎 臓 内 科 植田　美紀

外 　 　 　 科 花田　法久 川田　康誠 大熊　利忠 岡村　茂樹 花田　法久

整 形 外 科 中沢　不二雄 中沢　不二雄 中沢　不二雄

脳 神 経 外 科
國徳　尚子 國徳　尚子 國徳　尚子 國徳　尚子 國徳　尚子

櫻間　智孝 瀬戸　　弘 瀬戸　　弘 瀬戸　　弘 櫻間　智孝

脊 椎 外 来 白石　昭司
（第１・３・５）

婦 人 科 鹿児島大学
産婦人科

小 児 科
和田　昭宏 和田　昭宏 和田　昭宏 和田　昭宏 和田　昭宏

古城　圭馴美 古城　圭馴美 古城　圭馴美 古城　圭馴美 古城　圭馴美

眼 科 松尾　由紀子 松尾　由紀子 松尾　由紀子 松尾　由紀子 松尾　由紀子

皮 膚 科 増口　信一

麻 酔 科

松本　真一
（午前８時30分〜同９時）

松本　真一 松本　真一 松本　真一

竹下　次郎 竹下　次郎 竹下　次郎 竹下　次郎 竹下　次郎

放 射 線 科

長谷川　秀水
（読影）

長谷川　秀水
（読影）

長谷川　秀水
（読影）

長谷川　秀水
（読影）

長谷川　秀水
（読影）

松山　知彦
（午前 予約のみ）

松山　知彦
（午前 予約のみ）

保存版※医師等に変更がありましたら、広報いずみ等でお知らせします。
切
り
取
り
線
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出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

入
院
患
者
さ
ん
の
療
養
環
境
の
向

上
を
目
的
と
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
12
月
３
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
同
２
時
30
分

場
　
所

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
１
階

ロ
ビ
ー

内
　
容

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営

企
画
課（
☎
�
１
６
１
１
）

　

木
の
実
や
小
枝
な
ど
を
使
っ
て

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
お
飾
り

づ
く
り
・
ソ
バ
打
ち
体
験
を
通
し

て
季
節
を
感
じ
、
豊
か
な
自
然
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時

　
12
月
11
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

午
前
９
時
30
分
受
け
付
け
開
始

場
　
所　

向
江
自
治
公
民
館

内
　
容　

ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正

月
用
リ
ー
ス
や
木
の
実
の
飾
り

（
ト
ト
ロ
な
ど
）制
作
、
年
越
し

ソ
バ
打
ち
体
験

対
象
者

　

小
・
中
学
生
お
よ
び
保
護
者

定
　
員　

先
着
30
人

参
加
料

　
無　

料

携
行
品　

お
に
ぎ
り
、
タ
オ
ル
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
帽
子

申
込
期
限

　
12
月
10
日（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
ず
み
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の

会（
☎
�
８
７
８
０
）

会
　
場

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室

受
講
資
格　

県
内
に
居
住
す
る
20

〜
30
代
女
性

募
集
定
員　

先
着
30
人

参
加
料

　
無　

料

応
募
締
切　

平
成
24
年
１
月
11
日

　
（
水
）

申
込
方
法

　
所
定
の
受
講
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

〒
８
９
２

−

０
８
１
６

鹿
児
島
市
山
下
町
14

−

50

（
☎
０
９
９

−

２
２
１

−

６
６

０
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

−

２
２

１

−

６
６
４
０
）

電
子
メ
ー
ル

p-harm
ony@

pref.
kagoshim

a.lg.jp

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催

第
４
回
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

女
性
の
働
き
方
講
座
２
０
１

２
の
受
講
生
募
集

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

平成23年度　冬の自然まつり

「正月＆クリスマスを手作りで !」
～みんなで作る冬のクラフト！家族や友達と楽しもう～

日　　時　　１２月１８日（日）
　　　　　　午前９時～正午（午前８時３０分受け付け開始）
場　　所　　青年の家
内容･定員　　自然の素材を使った創作活動（次の中から製作する作品を選んでください。）

○ミニ門松（５０組）　　　　○しめなわ（１５組）
○洋風リース（３０組）　　　○和風リース（２０組）

対 象 者　　家族、友達同士などのグループ（個人参加はできません。）
　　　　　　※小学３年生以下は保護者同伴に限ります。
材 料 代　　１製作につき、ミニ門松２００円、その他１００円　
携 行 品　　準備可能な方は、次のものを持ってきてください。
　　　　　　○ミニ門松と洋風・和風リース：せん定ばさみ
　　　　　　○しめなわ：はさみ
申込方法　　１２月５日（月）から申し込み受け付けを開始します。青年の家に電話で

お申し込みください。各作品とも定員になり次第締め切りますので、お
早めにお申し込みください。

申込・問い合わせ先　　青年の家（☎６３－２１３５）

第１回
１月２１日（土）
午前１０時～
午後４時３０分

【これまでのこと、これからのこと】
　講師：森園　仁美　氏（キャリアカウンセラー）
　社会や経済など世の中の現状を知るだけでなく、歴
史的歩みを知ることで「今」への理解が深まります。

第２回
２月４日（土）
午後１時～

同４時３０分

【なりたい“わたし”になるために！】
　講師：髙﨑　恵　氏（ワークショップデザイナー）
　私たちのより良い暮らしづくりに多くのヒントを与
えてくれる男女共同参画概念と、アーサティブネス・
コミュニケーション（自己表現）スキルを学びます。

第３回
２月１８日（土）
午後１時～

同４時３０分

【今から役立つお金の話】
　講師：江原　充志　氏（特定社会保険労務士）
　毎月支払う年金や保険料、働く上で知っておきたい
制度などを社会保険労務士がわかりやすくお話ししま
す。

第４回
３月３日（土）
午後１時～

同４時３０分

【テーマ別 みんなのしゃべり場＆モモ会】
　講師：鹿児島ウーマンライフ研究会
　１～３回の総まとめ。いくつかのテーマごとにグ
ループ形式で学びます。



広報いずみ 2011（平成 23 年）12 月 10

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
な
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
24
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出

願
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類

教
養
学
部

○
科
目
履
修
生

６
カ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科

目
を
履
修

○
選
科
履
修
生

１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科

目
を
履
修

○
全
科
履
修
生

４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目

指
す

大
学
院

○
修
士
科
目
生

６
カ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科

目
を
履
修

○
修
士
選
科
生

１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科

目
を
履
修

出
願
期
限

平
成
24
年
２
月
29
日

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー（
☎
０
９
９

−

２
３
９

−

３
８
１
１
）

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

　

家
族
間
の
問
題
や
相
続
・
財
産

の
問
題
、
差
別
・
い
じ
め
問
題
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
本
市
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
が
特
設
人
権
相
談
日
以
外
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
　
時　

平
成
24
年
１
月
13
日

　
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

　
市
中
央
公
民
館

人
権
擁
護
委
員

○
肱
岡　

彰
子　

さ
ん

○
荒
木　

妙
子　

さ
ん

○
椎
原　

京
子　

さ
ん

○
上
籠　

俊
道　

さ
ん

○
谷
口　

勇　

さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

（
☎
�
４
０
３
８
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

生
活
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
５
４
１
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
４
８
１
３
）

　
特
別
弔
慰
金

　

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や
父

母
な
ど
）が
亡
く
な
る
な
ど
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１

日
に
お
い
て
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象

次
の
順
番
に
よ
る
順
位
が
先
の

方
の
ご
遺
族
１
人
に
支
給

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
な
ど
の
子

３
．
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
な
ど

支
給
内
容

額
面
４
万
円
、
６
年
償
還
の
記

名
国
債

請
求
期
限　

平
成
24
年
４
月
２
日

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
特
別
給
付
金

　

　

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象

　

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

①
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
に
戦

傷
病
者
等
と
結
婚
さ
れ
た
妻
ま

た
は
同
日
以
降
第
５
款
症
以
上

の
戦
傷
病
者
等
と
な
ら
れ
た
方

の
妻

②
傷
病
恩
給
等
の
受
給
者
の
妻
で

あ
っ
て
、
夫
が
平
成
15
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
18
年
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
一
般
の
怪
我
や
病

気
に
よ
り
死
亡
し
た
方

支
給
内
容

○
支
給
対
象
①
に
該
当
す
る
方

額
面
15
万
円（
軽
症
の
場
合
は

７
万
５
千
円
）、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

○
支
給
対
象
②
に
該
当
す
る
方

額
面
５
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

請
求
期
限　

平
成
26
年
９
月
30
日

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

本
庁
福
祉
課（
☎
�
４
０
４
５
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
５
４
２
２
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
４
８
１
４
）

　
特
別
給
付
金

　

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
者
に
対
し
て
請
求
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
至
急

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

年
６
月
16
日
現
在
、
日
本
国
籍

を
有
す
る
ご
存
命
の
方

請
求
期
限　

平
成
24
年
３
月
31
日

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
特

別
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

独
立
行
政
法
人　

平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金　

特
別
給
付
金
担

当（☎
０
５
７
０

−

０
５
９

−

２

０
４
）※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
３

−

５
８
６
０

−

２
７

４
８
）

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ま

戦
傷
病
者
の
妻
の
皆
さ
ま
へ

戦
後
強
制
抑
留
者
の

　

皆
さ
ま
へ

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

特
設
人
権
相
談
を
開
催

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

お
さ
か
な
市
開
催 

（
第
２
土
曜
日
）

12
月
10
日（
土
）　

午
前
11
時　
　

名
護
漁
港

出
水
ふ
れ
あ
い
市
開
催 

12
月
25
日（
日
）　

午
前
９
時　
　

出
水
公
会
堂
周
辺
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肺
の
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
12
月
２
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時

場
　
所

　
出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

演
　
題

「
あ
な
た
の
肺
は
大
丈
夫
？
〜

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

〜
」

講
　
師

下
園　

勇
人　

氏

（
し
も
ぞ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

参
加
料

　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
１
４
３
）

　

エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
や
、
エ

イ
ズ
予
防
お
よ
び
患
者
・
感
染
者

に
対
す
る
偏
見
・
差
別
を
解
消
し

患
者
・
感
染
者
が
尊
厳
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー（
12
月
１
日
）」を
中

心
に
11
月
16
日（
水
）か
ら
12
月
15

日（
木
）ま
で
の
１
カ
月
間
を「
鹿

児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」と
定

め
、
各
種
の
エ
イ
ズ
予
防
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

出
水
保
健
所
で
は
、
休
日
検

査
・
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

※
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
：
エ
イ
ズ
に
対

す
る
理
解
と
支
援
の
象
徴
で
、

あ
な
た
が
エ
イ
ズ
に
関
し
て
偏

見
を
も
っ
て
い
な
い
、
エ
イ
ズ

と
と
も
に
生
き
る
人
々
を
差
別

し
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
　
時

　

○
休
日
検
査

12
月
３
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
平
日
夜
間
検
査

12
月
６
日（
火
）

午
後
５
時
〜
同
７
時

場
　
所

　
出
水
保
健
所

費
　
用　

無　

料

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

出
水
保
健
所

（
☎
�
１
６
３
６
内
線
２
０
５
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

管
理
栄
養
士
に
よ
る
調
理
実
習
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
お
正
月
料
理
」で
す
。
年
末
年
始

は
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
自
己
管
理

が
難
し
く
な
る
時
期
で
す
。
楽
し

く
調
理
を
し
な
が
ら
お
正
月
料
理

の
健
康
的
な
食
べ
方
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

糖
尿
病
の
方
、
血
糖
値
が
気
に

な
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の
ほ
か
、

一
般
の
方
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

日
　
時

　
12
月
９
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
　
所

　
働
く
婦
人
の
家

参
加
費　

材
料
代
と
し
て
５
０
０

円
携
行
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

申
込
期
限

　
12
月
５
日（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養

科（
☎
�
１
６
１
１
）

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
10
月
29

日
か
ら
改
正
さ
れ
、
時
間
額
で
６

４
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
県
下

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て
最
低

賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

次
の
産
業
は
特
定
最
低
賃
金（
産

業
別
最
低
賃
金
）が
適
用
さ
れ
ま

す
。

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

（
時
間
額
６
９
２
円
）

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

（
時
間
額
６
７
２
円
）

○
自
動
車（
新
車
）小
売
業

（
時
間
額
７
１
０
円
）

※
最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金（
結

婚
手
当
な
ど
）

○
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金（
賞
与
な
ど
）

○
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
に

対
す
る
割
増
賃
金

○
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家

族
手
当

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
９
９

−

２
２
３

−

８
２

７
８
）

川
内
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
０
９
９
６

−

２
２

−

３
２

２
５
）

呼
吸
器
疾
患
予
防
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催

鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間

中
に
夜
間
検
査
を
実
施

糖
尿
病
教
室
を
開
催

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
は

時
間
額
６
４
７
円

働く婦人の家主催講座を開催
◆開催場所　　　働く婦人の家（保健センター２階）
◆対 象 者　　　女性（市内に居住または市内に勤務）
◆申込方法　　　電話でお申し込みください。
◆申 込 先　　　働く婦人の家　（☎６３−２１８５）

後期定期講座　「シェフのイタリア料理（冬コース）」講座
シェフに教わるイタリア料理。冬の味覚をプロの味付けで！
◆開 講 日　　平成24年
　　　　　　　　１月11・25日、２月８・22日、３月７・21日
　　　　　　　　（隔週水曜日・全６回）
◆開講時間　　午前10時〜午後１時
◆講　　師　　北村　潤　氏 （マルチェロ・オーナーシェフ）
◆受 講 料　　１回800円（材料代）
　　　　　　　※初回のみ200円（調味料代）を加算します。　
◆申込締切日　12月19日（月）

後期定期講座　「体幹エクササイズ」講座
深層筋肉を鍛えて美しい姿勢、疲れにくい身体作りを始めませんか？

◆開 講 日　　平成24年
　　　　　　　　１月10・17・24・31日、２月７・14・21・28日、
　　　　　　　３月６・13日（毎週火曜日・全10回）
◆開講時間　　午前10時〜正午
◆講　　師　　堤下　武  氏 （スポーツインストラクター）
◆受 講 料　　無　料
◆申込締切日　12月20日（火）	
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１
月
５
日
に
成
人
式
を
開
催

　

対
象
は
、
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
外
転
出
等
で
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期

　
　日　
　

平
成
24
年
１
月
５
日（
木
）　

会

　
　場　
　

市
文
化
会
館

日

　
　程

　
　
　

受

　
　
　
　付　
　

午
前
10
時
00
分　

〜　

同
10
時
30
分

　
　
　

記
念
写
真
撮
影　
　

午
前
10
時
35
分　

〜　

同
11
時
15
分

　
　
　

式

　
　
　
　典　
　

午
前
11
時
30
分　

〜　

午
後
０
時
30
分

式
典
出
席
に
当
た
っ
て
の
お
願
い

○
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
受
け
付
け
を
済
ま
さ
れ

る
と
と
も
に
、
お
車
で
お
越
し
の
方
は
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

駐
車
場
内
で
は
係
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ル
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
館
内
へ
の
酒
類
の
持
ち
込

み
お
よ
び
飲
酒
さ
れ
て
い
る
方
の
ご
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
喫
煙
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
式
典
中
の
ホ
ー
ル
内
外
へ
の
出
入
り
、
私
語
、
携
帯
電
話
等
の
使
用
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。

ドクターヘリ運航にご協力ください

問
い
合
わ
せ
先

　

　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課（
☎
�
２
１
０
６
）

ランデブーポイント一覧

　　　
出水地域

上場小学校グラウンド 大川内中学校グラウンド
東出水小学校グラウンド 出水運動公園
西出水運動公園 出水市陸上競技場
米ノ津運動公園 米ノ津農村環境改善センター運動場
出水商業高校グラウンド

荘・高尾野・野田地域

荘運動場 蕨島小学校グラウンド
桂島漁港 高尾野多目的運動場
高尾野中学校グラウンド 江内中学校グラウンド
江内運動広場 野田運動場

問い合わせ先
　本庁健康増進課保健予防係（☎６３－４０４３）

※一般の方がヘリを呼ぶことはできません。１１９番で連絡を
受けた消防署が、患者のけがや病気の状況などから、ヘリ
で運ぶ必要があると判断した場合に呼ぶことになります。

　１２月下旬から鹿児島県のドクターヘリの運航が開始されます。
　ドクターヘリとは、医師等が救急現場等に出動して傷病者に対して必要な治療を行うとともに、医療機関に短時間で
搬送する救急医療用ヘリコプターです。これにより、救急患者の搬送はもとより救命率の向上や後遺症の軽減につなが
ることが期待されています。
　ドクターヘリが救急搬送を行う場合、あらかじめ指定された離着陸場所（ランデブーポイント）に着陸します。市内の
ランデブーポイントは１７カ所です。なお、緊急時には指定以外の場所に離着陸する場合があります。
　今後、ドクターヘリがお住まいの地域の近くに離着陸する場合があります。救急患者の早期搬送のため、次のことに
ついてご理解とご協力をお願いします。

○安全確保のため、離着陸場付近に近づかないでください。
○現場付近の消防署員等の指示に従ってください。
○離着陸の際、騒音と砂ぼこりが発生しご迷惑をおかけしますが、ドクターヘリ事業の主旨をご理解いた

だき、ご容赦願います。
○離着陸場付近で開催中のイベントや行事などを中断していただく場合があります。
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一
般
の
公
務
員
と
異
な
り
、
自

衛
官
は
若
年
定
年
制（
54
歳
〜
55

歳
退
職
）お
よ
び
任
期
制（
22
歳
〜

30
歳
退
職
）が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
災
害
派
遣
等
で
日
夜

訓
練
に
励
ん
で
き
た
自
衛
官
を
あ

な
た
の
職
場
で
採
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

退
職
自
衛
官
は
、
各
種
免
許
を

有
し
て
い
る
ほ
か
、
誠
実
な
勤
務

ぶ
り
を
雇
用
主
か
ら
高
く
評
価
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
方
協
力
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本

部
・
川
内
援
護
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
９
６

−

２
０

−３
９
０
０
）

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室

（
☎
�
０
２
０
３
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/kagoshim

a/

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
人

権
週
間
は
、
昭
和
23
年
12
月
10
日

の
国
連
総
会
に
お
い
て「
世
界
人

権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、

本
年
で
63
年
目
を
迎
え
、
全
国
各

地
で
人
権
に
関
す
る
各
種
の
啓
発

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
に

関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
人
権
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一
人

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

（
☎
�
４
０
３
８
）

　

平
成
18
年
６
月
に
、「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し

つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
の
実
態
を
解
明
、
お
よ
び

そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

（
☎
�
４
０
３
８
）

12
月
10
日
（
土
）
か
ら
16
日

（
金
）
ま
で
「
北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
」
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　糖
尿
病
を
知
ろ
う
③
運
動
編

　

前
回
の「
栄
養
編
」に
続
き
、
今
回
は
糖

尿
病
予
防
の
た
め
の「
運
動
習
慣
」に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

定
期
的
な
運
動
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
を
良
く
し
、
血
糖
値
を
改
善
し
ま
す
。

同
時
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
良
い
と
、

中
性
脂
肪
を
分
解
す
る
酵
素
の
合
成
が
活

発
と
な
り
中
性
脂
肪
も
減
少
し
ま
す
。

　

運
動
が
苦
手
な
方
、
運
動
習
慣
が
な
い

方
は
い
き
な
り
運
動
を
始
め
な
く
て
も
、

普
段
の
生
活（
仕
事
、
家
事
、
通
勤
な
ど
）

の
中
で
活
動
量
を
今
よ
り
増
や
す
こ
と
で

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
確
実
に
増
え
ま
す
。

　

運
動
に
は「
有
酸
素
運
動
」「
筋
力
と
レ
ー

ニ
ン
グ
」「
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
」の
３
種
類
が

あ
り
、
３
つ
の
運
動
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
組

み
合
わ
せ
て
行
え
ば
、
い
っ
そ
う
効
果
的

で
す
。（
図
１
）

　

有
酸
素
運
動
の
中
で
も
気
軽
に
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
お
す
す
め
で
す
。
背
筋

を
伸
ば
し
、
歩
幅
は
大
き
く
、「
さ
っ
さ
っ
」

と
リ
ズ
ム
よ
く
効
果
的
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

な
か
に「
新
し
い
習
慣
を
取
り
入
れ
る
」の

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
忙
し
い

毎
日
と
う
ま
く
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、

自
分
の
体
の
リ
ズ
ム
や
体
調
に
合
わ
せ
て
、

ほ
ど
よ
く
、
無
理
な
く
歩
く
・
動
く
の
が

長
続
き
の
コ
ツ
で
す
。（
図
２
）

退
職
自
衛
官
を
採
用
し
て

み
ま
せ
ん
か

第
63
回
人
権
週
間

図１図２ 有酸素運動
体脂肪の燃焼
心肺機能の向上

基礎代謝量の向上
太りにくい体づくり

けがの予防・老化防止
疲労回復／リラックス
効果

筋力トレーニング ストレッチング

血糖値を下げる
（インスリンの働きをよくする）

肥満防止

 

 

 

 

 

楽しいことに結びつけ

て、ついでに健康にな

るくらいの気持ちで♪
目標は大切だけど、達成

できない時もあるさ。 
いい時、悪い時があ

ってあたりまえ。
 

一緒に歩いてくれる人が

いると励みになるかも。

生活習慣病なども一気

に治そうと思わず少し

ずつ治していこう。 

続けたくなる記録をつけ

てみよう！目標達成でき

たら自分にごほうびを☆ 

服装やグッズにこっ

て自分らしくかっこ

よく歩いてみたい。 
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　コンピュータの急速な普及により「印刷」と
いう概念が一般家庭にまで浸透し、もはや「印
刷」を「印刷屋さん」に頼むものではなくなり
つつあります。
　このような中で株式会社あすなろ印刷で
は、いかに「印刷」と言う分野で高みを目指せ
ば良いかを考えながら、機械の大型化・高速
化・迅速化を進めてきました。
　また、鹿児島をはじめ福岡・熊本・宮崎に
も拠点を置き、九州各地の官公庁や企業から
も受注されており、特に書籍分野では全国各
地から受注を受けています。
　九州をはじめ全国で「ツルの来るまち出水」
の企業である事に誇りを持ちながら、地元に
貢献できる企業を目指したいと考えている企
業です。事業概要：印刷全般

主要品目：チラシ・広報誌・パンフレット
　　　　　書籍・名刺・ハガキ
創　　業：1958（昭和33）年９月
資 本 金：2000万円
従業員数：60人（本年10月末現在）
所 在 地：出水市大野原町1982番地
連 絡 先：（0996）62−2034

株式会社　あすなろ印刷
印刷の新たな時代への挑戦

出水市工業開発促進条例
市内に工場を新設または増設されることにより雇用の確保につながれば固定資
産税の課税免除が受けられます。

○課税免除を受けることができる方

　青色申告書を提出する事業者であって、その新設または増設した工場の設備が、製造業用
の機械および装置か、製造工場用の建物またはその付属設備で、設備の取得価額の合計額が、
２, ５００万円を超えるものであることが必要です。

○課税免除の期間および額

　家屋および償却資産に対して固定資産税を新たに課することとなる年度から３年度間で、
当該固定資産税に相当する額です。

※この特別措置を受けようとする事業者は、工場等を新設または増設する前に、その特別措
置を受けようとする工場の施設ごとに市長の指定を受けなければなりませんので、事前に
お問い合わせください。

問い合わせ先

　本庁商工労政課企業誘致対策室（☎６３－４０４０）
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
は
、
電
子
商
取
引
、
Ｅ
Ｃ（e

−

com
m

erce

）
と
も
呼
ば
れ
、
通

信
販
売
に
該
当
し
ま
す
。
経
済
産

業
省
の
調
査
で
は
、
平
成
22
年
度

の
消
費
者
の
市
場
規
模
は
7
・
8

兆
円
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
成
長

を
続
け
て
い
る
活
発
な
市
場
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
で
は
、「
商
品
の
未
着
」、「
返

品
・
返
金
」な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
次

の
点
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

○
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
、

シ
ョ
ッ
プ
の
所
在
地
、
特
に
電

話
番
号
が
き
ち
ん
と
掲
載
さ
れ

て
い
る
か
確
認
す
る
。

○
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
な
ど
、
自
己

の
都
合
で
も
返
品
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
返
品
に
関
す
る
条
件

（
返
品
特
約
）
に
問
題
は
な
い

か
を
確
認
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
返
品
特
約
は
サ
イ
ト

上
に
わ
か
り
や
す
く
表
示
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
約
が

表
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
返
品
が
可
能
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
で
は
多
種
多
様
な
支
払

手
段
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
先
に
代
金
を
支
払
っ
て

し
ま
う
と
、
商
品
が
届
か
な
い
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ

ル
を
避
け
る
た
め
に
は
、
初
め
て

取
引
す
る
シ
ョ
ッ
プ
で
は
先
払
い

を
避
け
、
な
る
べ
く
振
込
用
紙
で

の
後
払
い
や
代
金
引
換
な
ど
の
同

時
支
払
い
を
選
ん
だ
方
が
賢
明
で

す
。

  

契
約
ト
ラ
ブ
ル
等
で
お
悩
み
の

方
は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー（
☎
�
６
２
０
３
）に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

注
意
す
る
こ
と

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
午前９時30分〜午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63−6203）

○水曜日
午前９時30分〜正午
野田支所市民福祉課内（☎63−2111 内線741）

○水曜日
午後１時30分〜同４時
高尾野支所市民福祉課内（☎63−2111 内線453）

  

　

近
年
、中
高
齢
者
等
の
離
婚
件

数
が
増
加
し
て
い
る
中
、離
婚
後

の
夫
婦
双
方
の
年
金
受
給
額
に
は

大
き
な
開
き
が
あ
る
と
い
う
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て

平
成
16
年
の
年
金
制
度
改
正
に
よ

り
、離
婚
等
を
し
た
時
に
厚
生
年

金
の
保
険
料
納
付
記
録（
※
注
）を

当
事
者
間
で
分
割
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度（
離
婚
時
の
厚
生
年
金

分
割
制
度
）が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
厚
生
年
金
分
割
制
度
は
、

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ

れ
た
合
意
分
割
制
度
と
、平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
３

号
分
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
※
注
）厚
生
年
金
の
保
険
料

納
付
記
録
は
、老
齢
厚
生
年
金

等
を
受
け
る
と
き
に
、そ
の
年

金
額
の
計
算
の
基
準
に
な
り

ま
す
。

【
合
意
分
割
制
度
】

　

合
意
分
割
制
度
は
、次
の
条
件

に
該
当
し
た
場
合
に
、当
事
者
か

ら
の
請
求
に
よ
り
厚
生
年
金
の
保

険
料
納
付
記
録
を
当
事
者
間
で
分

割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

＊
平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に
離

婚
し
た
方
や
事
実
婚
関
係
を
解

消
し
た
方
な
ど

＊
当
事
者
間
の
話
合
い
や
裁
判
手

続
き
に
よ
り
年
金
分
割
の
割
合

（
上
限
50
㌫
）を
定
め
た
こ
と

＊
請
求
期
限（
原
則
と
し
て
離
婚

等
の
翌
日
か
ら
２
年
）を
経
過

し
て
い
な
い
こ
と

◎
こ
の
制
度
に
よ
り
分
割
さ
れ
る

保
険
料
納
付
記
録
は
、「
婚
姻

期
間
中
の
当
事
者
の
厚
生
年
金

の
保
険
料
納
付
記
録
」に
限
ら

れ
ま
す
。

【
３
号
分
割
制
度
】

　

３
号
分
割
制
度
は
、次
の
条
件

に
該
当
し
た
場
合
に
、国
民
年
金

の
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方

か
ら
の
請
求
に
よ
り
、平
成
20
年

４
月
１
日
以
後
の
相
手
方
の
厚
生

年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
２
分

の
１
ず
つ
、当
事
者
間
で
分
割
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

＊
平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
に
離

　

婚
し
た
方
や
事
実
婚
関
係
を
解

　

消
し
た
方
な
ど

＊
平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
に
国

　

民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
で

　

あ
っ
た
期
間
が
あ
る
こ
と

＊
請
求
期
限（
原
則
と
し
て
離
婚

　

等
の
翌
日
か
ら
２
年
）を
経
過

　

し
て
い
な
い
こ
と

◎
こ
の
制
度
に
よ
り
分
割
さ
れ
る

保
険
料
納
付
記
録
は
、平
成
20

年
４
月
１
日
以
後
の「
第
３
号

被
保
険
者
期
間
中
の
相
手
方
の

厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記

録
」に
限
ら
れ
ま
す
。

　　

詳
し
く
は
、川
内
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
年
金
事
務
所

 

（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

７
６
）

開 催 日　　平成24年１月19日（木）
開催時間

　午前９時40分～正午
　午後１時～同３時40分
開催場所　　本庁　３階大会議室
内　　容

　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

12月20日（火）～１月12日（木）
（土日祝日および12月29日（木）
〜１月３日（火）を除く午前８
時30分～午後５時）

予約申込先

　本庁市民生活課　住民年金係
　（☎63－2111　内線147・148）
※12月15日開催の年金相談については

広報いずみ11月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
に
つ
い
て
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
       ☎ 63‒4121

出水市の読書活動が、

「文字・活字文化推進大賞」を受賞しました！

５
年
間
の
活
動
が
実
を
結
び
ま

し
た
。

　

今
年
は
、「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」事
業
が
始
ま
っ
て
５
年
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
家
庭
、
自
治
会
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
各
種
団
体
、
図
書
館
、

そ
し
て
市
民
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

の
も
と
読
書
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
第
５

回
高
橋
松
之
助
記
念「
文
字
・
活
字
文
化
推
進

大
賞
」（
㈳
全
国
出
版
協
会
主
催
）を「
出
水
市
」

が
受
賞
し
、
10
月
28
日
東
京
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
に
渋
谷
市
長
の
代
理
で
溝
口
教
育
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

全
市
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
市
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
あ
ら
ゆ
る

機
会
と
あ
ら
ゆ
る
空
間
で
自
主
的
に
読
書
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
と
市
民
が
協
働

し
て
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
整
備
を
進
め
、
や

が
て
は「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」を

築
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
、「
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画（
出
水
兵
児
読
書
活
動
推
進
計

画
）」を
策
定
し
全
市
を
挙
げ
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
本
年
４
月
に
全

国
で
も
珍
し
い「
読
書
推
進
課
」を
設
置
し
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
文
字
・
活
字
文
化
推
進
機
構

の
肥
田
美
代
子
理
事
長
か
ら
、「
全
市
民
で
取

り
組
ん
で
い
る
出
水
市
の
読
書
活
動
は
、
ま
さ

に
日
本
一
の
活
動
で
す
」と
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

溝
口
教
育
長
が「
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
今
後
の
活
動
に
弾

み
を
つ
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
読
書
活
動

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
が
達
成
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
５
万
６
千
人
の
出

水
市
民
全
員
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
家
庭
や
子
ど
も
会
活
動
で

の
読
み
聞
か
せ
、
学
校
の
朝
読
書
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
や
図
書
館
事
業
の
充
実
な
ど
、
幅
広

い
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
一
人
一
人
が

家
庭
で
、
地
域
で
、
学
校
で
、
読
書
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
成
果
で
す
。

真
の「
読
書
活
動
日
本
一
」を
目

指
し
て

　
「
読
書
活
動
」と
気
負
わ
ず
に
、
読
書
が
生
活

の
一
部
に
な
っ
た
と
き
に
、
真
の「
読
書
活
動

日
本
一
の
ま
ち
」に
な
り
ま
す
。

　

出
水
市
の
読
書
活
動
は
、
よ
り
多
く
の
本
を

読
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
読
書
を
通
し
て

主
体
的
に
生
き
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、

活
字
に
親
し
む
こ
と
で
想
像
力
を
発
達
さ
せ
、

論
理
的
な
思
考
力
を
培
う
こ
と
な
ど
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に

読
書
活
動
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。高

橋
松
之
助
記
念「
朝
の
読
書
大

賞
」「
文
字
・
活
字
文
化
推
進
大

賞
」と
は
？

　

こ
の
賞
は
、
文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
の
理

念
に
則
り
、
読
書
推
進
と
文
字
・
活
字
文
化
振

興
に
貢
献
し
、
業
績
を
あ
げ
た
団
体
等
を
顕
彰

す
る
も
の
で
、
学
校
を
対
象
と
し
た「
朝
の
読

書
大
賞
」と
、
地
方
自
治
体
・
団
体
・
個
人
を

対
象
と
し
た「
文
字
・
活
字
文
化
推
進
大
賞
」の

２
部
門
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、「
朝
の
読
書

大
賞
」と
し
て
２
小
学
校
、
１
中
学
校
、
１
高

等
学
校
が
受
賞
、「
文
字
・
活
字
文
化
推
進
大

賞
」は
、
出
水
市
の
み
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
と
し
て
は
、
第
１
回（
平
成
19

年
）茨
城
県
大
子
町
、
第
２
回（
平
成
20
年
）佐

賀
県
伊
万
里
市
に
続
き
、
３
番
目
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。

贈呈式の様子

肥田理事長より祝辞
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切
通
幼
稚
園
で
は
、「
絵
本
や
物
語
に
親
し
む
、
感
性
豊

か
な
子
ど
も
の
育
成
」
を
目
標
に
読
書
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

園
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
月
１
回
の
園
長
・
副
園
長
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
や
、
毎
日
の
お
弁
当
後
・
降
園
前
の
保
育

者
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
、
月
１
回
の
保
護
者
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
１
回
、
切

通
小
学
校
で
行
わ
れ
る
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
そ
ら
い
ろ
の

た
ね
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
な
か
よ
し
読
書
会
」
へ
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

２
学
期
か
ら
は
、
幼
稚
園
の
図
書
貸
し
出
し
に
加
え
て
、

小
学
校
の
図
書
室
の
利
用
、
図
書
貸
し
出
し
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
週
水
曜
日
の
貸
出
日
に
小
学
校

に
出
か
け
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本

バ
ッ
ク
を
作
成
し
、
借
り
た
本
を
大
切
に
扱
う
こ
と
や
返
却

期
限
を
守
る
こ
と
等
の
読
書
環
境
の
マ
ナ
ー
を
考
え
る
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
家
庭
に
お
い
て
読
書
へ
の
関
心
が
高
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
す
す
ん
で
本
に
触

れ
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
読
書
活
動

切
通
小
学
校
附
属
幼
稚
園

「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」５
年
間
の
歩
み

平
成
19
年
３
月　

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
（
出
水
兵

児
読
書
活
動
推
進
計
画
）」
を
策
定

５
月行

政
職
員
、
教
職
員
で
構
成
す
る
読
書
活

動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
を

設
置

９
月読

書
大
好
き
っ
子
短
作
文
・
読
書
標
語
募

集
（
市
内
小
・
中
学
生
、
以
後
毎
年
実
施
）

10
月第

１
回
目
の
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
大
会
を
開
催（
以
後
毎
年
開
催
）

平
成
20
年
３
月

市
内
の
公
共
施
設
、
学
校
な
ど
に
読
書
標

語
看
板
を
設
置（
平
成
22
年
３
月
再
設
置
）

４
月市

民
の
代
表
で
構
成
す
る
読
書
活
動
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
を
設
置

平
成
21
年
11
月

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
開
始

平
成
23
年
４
月

教
育
委
員
会
に
「
読
書
推
進
課
」
を
設
置
、

第
２
次
読
書
活
動
推
進
計
画
の
策
定
に
着
手

10
月第

５
回
文
字
・
活
字
文
化
推
進
大
賞
受
賞

主
な
取
り
組
み

◇
自
治
会
（
子
ど
も
会
）
文
庫
の
設
置
促
進

◇
広
報
い
ず
み
へ
読
書
活
動
に
関
す
る
記
事

を
毎
月
掲
載

◇
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
で

発
達
の
段
階
に
応
じ
た
読
書
活
動
の
展

開
、
朝
の
読
書
の
推
進
、
読
書
目
標
冊
数

の
設
定

◇
親
子
読
書
会
活
動
の
促
進

◇
読
書
指
導
担
当
者
等
研
修
会
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
会
の
実
施

◇
地
域
子
ど
も
会
読
書
の
集
い
（
出
前
読
み

聞
か
せ
会
）

◇
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（
乳
幼
児
と
保
護

者
対
象
・
絵
本
と
親
し
む
事
業
）

◇
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
書

の
作
成

◇
図
書
館
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

◇
絵
本
作
家
を
招
い
て
の
絵
本
ラ
イ
ブ
開
催

読
書
活
動
に
関
す
る
受
賞
歴

◇
文
部
科
学
大
臣
表
彰

平
成
18
年
度　

下
水
流
小
学
校

平
成
19
年
度　

出
水
市
立
図
書
館

平
成
21
年
度　

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
「
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
」

平
成
22
年
度　

出
水
小
学
校

◇
鹿
児
島
県
図
書
館
大
会

平
成
20
年
度　

そ
ら
い
ろ
の
た
ね

平
成
21
年
度　

下
水
流
小
学
校
親
子
読
書

会
「
ひ
だ
ま
り
」

平
成
22
年
度　

お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
紙
ふ
う
せ
ん
」

平
成
23
年
度　

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
「
虹
色
の
ゆ
め
」

園長先生による読み聞かせ

保護者への図書貸し出し

読書標語看板

読書指導担当者等
研修会

長谷川 義史絵本ライブ

下水流小学校の読書活動 下水流小親子読書会「ひだまり」
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図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 12 月の休館日

中央図書館
（☎ 63-2105）

平日
　午前 9 時〜午後 8 時
土曜・日曜日、祝日
　午前 9 時〜午後 6 時

19 日
高尾野図書館

（☎ 82-5452）
午前 9 時〜午後 6 時 16 日

野田図書館
（☎ 84-3100）

平成 23 年 12 月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

12 月

第１・３
火曜日

西之口団地公民館 10：00〜10：20 ６日
20 日鹿島公民館 15：10〜15：40

第２・４
火曜日

千本付住宅広場 10：00〜10：20
13 日

27 日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14：20〜14：40
茶円堀住宅 14：45〜15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15〜15：35

第１・３
水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40〜10：00
７日

21 日

東辺田公民館前 10：10〜10：30
尾野島浜公民館 10：45〜11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05〜14：25
ウッドタウン公民館 14：40〜15：00

第２・４
水曜日

元町公民館 9：50〜10：10 14 日
28 日今釜西公民館 10：20〜10：40

第１・３
木曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00 １日
15 日米ノ津駅前広場 10：10〜10：30

福ノ江公民館 10：45〜11：05

第２・４
木曜日

受口公民館 10：40〜11：00
８日
22 日

屋地公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15〜15：35

第１・３
金曜日

栗毛野公民館 9：40〜10：00 ２日
16 日江川野公民館 10：10〜10：30

内野々下公民館 10：45〜11：05
第２・４
金曜日

鶴水園 14：10〜14：40 ９日加紫久利住宅広場 14：55〜15：15

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

12月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

７日、14日、21日、28日
午後４時～

だっこＤＥえほん 24日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

５日、12日、19日、26日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

13日（火）
午前10時30分〜

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

１日、８日、15日、22日
午後４時～

だっこＤＥえほん １日（木）午前10時30分～

≪幼児・小学生≫

●「ぼくらは、ふしぎの山探検隊」　　　　三輪　裕子　作
●「バスがくるまで」　　　　　　　　　　森山　京　作
●「さんぽの木」　　　　　　　　　　　　サトシン　作
●「またおいで」　　　　　　　　　　　　もりやま　みやこ　作
●「悪い本」　　　　　　　　　　　　　　宮部　みゆき　作
●「メイはなんにもこわくない」　　　　　きむら　ゆういち　文
●「ひめねずみとガラスのストーブ」　　　安房　直子　文
●「ゆきがふるよ、ムーミントロール」　　ﾄｰﾍﾞ＆ﾗﾙｽ・ﾔﾝｿﾝ　作・絵
●「てぶくろチンクタンク」　　　　　　　きもと　ともこ　作・絵
●「ひるねのね」　　　　　　　　　　　　あべ　弘士　作・絵

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「王国のない王女のおはなし」　　　　アーシュラ・ジョーンズ　文
●「ドレミファ荘のジジルさん」　　　　たかどの　ほうこ　作
●「RDG（レッドデータガール）４」　　　荻原　規子　著

・・・・・等
≪一般≫

●「無冠の父」　　　　　　　　　　　　阿久　悠　著
●「用心棒日暮し剣、波燃える」　　　　池永　陽　著
●「悪道　西国謀反」　　　　　　　　　森村　誠一　著
●「一分ノ一」上・下　　　　　　　　　井上　ひさし　著
●「水の柩」　　　　　　　　　　　　　道尾　秀介　著
●「謎解きはディナーのあとで　２」　　東川　篤哉　著
●「虚空の冠」上・下　　　　　　　　　楡　周平　著
●「ゴーグル男の怪」　　　　　　　　　島田　荘司　著
●「異国のおじさんを伴う」　　　　　　森　絵都　著
●「かわいそうだね？」　　　　　　　　綿矢　りさ　著
●「サウンド・オブ・サイレンス」　　　　五十嵐　貴久　著
●「そらをみてます　ないてます」　　　椎名　誠　著
●「花明かり　深川駕籠（かご）」　　　　山本　一力　著
●「境遇」　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ　著　
●「四十八人目の忠臣」　　　　　　　　諸田　玲子　著

・・・・・等

【児童書】

『やさいむらのなかまたち 秋』

ひろかわ　さえこ　さく　　　　　　　偕成社
　秋においしい野菜たちが、愉快なキャラクター描写と共に紹
介されています。それぞれの野菜に関するちょっとした知識も
一緒に掲載されているので、面白いのと同時に勉強にもなりま
す。
　今まで知らなかった野菜たちの、新たな一面が発見できるか
もしれませんよ？

　年末年始の休館(12/29〜１/４)に向けて貸出冊数の
拡大と貸出期間の延長を実施します！
〔視聴覚資料と移動図書館は通常通りです。〕
　　　　　貸出冊数　　８冊→16冊
　　　　　貸出期間　　２週間→３週間
　　　　　実 施 日　　12/15〜28

★年末の貸し出しについて★

12/29〜1/4

12/29〜1/4
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　年末年始においては、住民の活動や移動が活発に
なり、いろいろな事件や事故の多発が懸念されます。
　出水警察署と防犯協会では、事件・事故を防止す
るために１２月１０日から１月１０日までを年末年
始特別警戒、地域安全運動期間としています。
　　地域安全運動の重点
◇金融機関を対象とした強盗事件への警戒強化
◇性犯罪・ひったくり等の街頭犯罪の抑止
◇ゲートウエイ犯罪（自転車盗、オートバイ盗、
万引き等）の抑止
（ゲートウエイ犯罪とは、一般に軽微と思わ
れていますが、そのまま放置するとその種の
犯罪が増加するとともに、より重大な犯罪へ
と発展する恐れのある、いわゆる「入口犯罪」
となるものです。）

　期間中、警察による警戒強化を
はじめ、防犯協会等自主団体によ
る街頭キャンペーン、金融機関等
における振り込め詐欺被害防止
キャンペーン、防犯広報車での広
報や管内青色回転灯装着車（通称

青パト）の合同パトロール等を実施します。

◆家の戸締まり・鍵かけを確実にしましょう。
　本年９月末までに住宅侵入盗が２１件発生してい
ます。昨年よりは減少したものの、多発の状況が続
いています。
◆自転車には防犯登録と二重ロックをしましょう。
　本年９月末までに自転車２４台が盗まれました。

猟銃事故に気をつけましょう
　狩猟が始まっています。県下では毎年、狩猟事故
が発生しています。ハンターの方はもちろん一般の
方も気を付けましょう。

【市民の方は】
　山に入る時は、ハンターの目に付きやすい赤や黄
色等の目立つ色の服装で、携帯ラジオや鈴など音の
出る物で自分の存在を知らせるようにしましょう。

【ハンターの方は】
　矢先の安全確認、脱砲の励行、共猟者の位置確認
等、狩猟の基本を守って事故を起こさないよう細心
の注意を払いましょう。

◆振り込め詐欺被害状況（本年9月末まで）
・県内　振り込め詐欺　１３件　　　２３８０万円
　　　　類似詐欺　　　　９件　１億３７５０万円
・出水　類似詐欺　　　　２件　　　　７００万円
◆振り込め詐欺（類似含む）の主な手口
・未公開株、社債、外国通貨等の売買勧誘
・パチンコ必勝講習、「宝くじ当たりました」等のも
うけ話
・会社や個人にＦＡＸやハガキを送付し融資を勧誘
・携帯電話へのメールによる料金請求
・郵便や宅配により送金を指示する。
・警察官や銀行員等を名乗り電話をかける。

手口は日に日に巧妙化しています。

◆家族同士の確認（合い言葉）を！！
・日頃から家族間で確認のための合い言葉を決めて
おき、だましの手口に乗らないようにしましょう。
・もうけ話は安易に信じないことです。一人で判断
することなく、家族や警察に相談しましょう。

飲酒運転は破滅への道　
◆飲酒運転の罰則が大幅に強化されています
・酒気帯び運転は、３年以下の懲役・５０万円以下
の罰金
・酒酔い運転は、５年以下の懲役・１００万円以下
の罰金
その他社会的信用を失う等、その損失は計り知れ
ません。

◆飲酒の場には車（運転して）で行かないようにしま
しょう。

※　（　 ）内の数字は前年同月比

発生件数 死　者 負 傷 者

出 水 市 40 件
（＋８）

０人
（−２）

51 人
（＋９）

平成23 年
の 累 計

265 件
（－ 14）

２人
（－７）

335 人
（－ 31）

交 通 事 故 発 生 状 況
出水警察署管内（10 月 1 日〜同 31 日）

問い合わせ先　出水市防犯協会 63−1500

年末年始地域安全運動

地域安全モニター、少年警察ボランティア自治
連防犯交通部、自主防犯パトロール隊等関係者
の皆さん、ご協力をよろしくお願いします。

被害多発中!!
振り込め詐欺・類似詐欺
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秋
の
夜
長
楽
し
む

野
田
郷
秋
祭
り

　野田町青年団（福永裕樹団長）主催の野田郷秋祭り
が10月15日、野田運動場多目的グラウンドで開催さ
れました。
　本青年団に対する地元の協力への感謝の気持ちを
表すとともに地域との交流が目的で、昨年に続き２
回目。
　太鼓演奏やダンス、会場全員による野田音頭など
があり、会場は多くの人でにぎわいました。

関
西
か
ら
ぞ
く
ぞ
く

農
家
民
泊

　農家民泊による修学旅行生が本市に次々に訪れて
います。
　10月26日には京都から女子中学生200人余りが２
泊３日の農家民泊を体験するために来市。
　入村式では不安と期待を胸にいだいた子どもたち
も離村式では涙を流しながら、民泊先の農家との別
れを惜しんでいました。

工
業
技
術
が
一
堂
に

工
業
高
校
生
徒
発
表

　10月21日、鹿児島県高等学校工業クラブ連盟が主
催する第20回同連盟生徒発表会が市文化会館などで
開催されました。
　工業系の学科がある県内24の高校から生徒約800
人が参加し、本市での開催は2001年以来10年ぶり。
　ロボット競技や計算技術競技、マイコンカーラ
リー競技などがあり、生徒らは真剣な表情で日頃の
学習成果を披露しました。

懐
か
し
い
顔
が
集
合

小
学
校
区
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　10月16日、市総合公園多目的グラウンドで出水市
小学校区ＯＢソフトボール大会が開催されました。
　お盆で帰省する本市出身者を地元で迎え入れよう
と出水ソフトボール愛好会（安永博志会長）が開催。
　当初、８月14日を予定していましたが、雨のため
延期し今回の開催となりました。
　10チーム110人が参加し、懐かしい顔ぶれが揃い
熱戦が繰り広げられました。

学
校
が
デ
パ
ー
ト
に
変
身

出
水
商
業
デ
パ
ー
ト

　生徒が仕入れから販売まですべてを行う出水商業
デパートが10月30日、同校で開催されました。
　接遇や会計処理など実技を通して実社会へ出てか
らの職場生活の心構えを身に付けさせることを目的
に今年で15回目の開催。
　日用品や食料品から家電製品までが並び、会場は
生徒たちの元気な呼び込みと笑顔にあふれ、多くの
買い物客でにぎわいました。

太
鼓
の
響
き
で
祝
う

高
尾
野
兵
六
太
鼓
結
成
20
周
年

　太鼓グループ「高尾野兵六太鼓（肱岡重幸代表）」が
結成20周年を記念して10月23日、高尾野農村環境改
善センターでコンサートを開催しました。
　コンサートには他の太鼓グループ３団体も競演し、
多くの市民が集まった会場には力強いリズムが響き
渡りました。
　迫力満点の演奏に大きな拍手が送られていました。
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ツ
ル
へ
の
優
し
さ

川
端
通
り
会

　川端通り会（宇津木信孝会長）は鹿児島県ツル保護
会（渋谷俊彦会長）へ10月31日、寄付を行いました。
　これは、本市のシンボルであるツルの保護に役立
てもらいたいと、９月９日に開催されたぐいぐい祭
りで募った寄付に同通り会からの寄付を合わせたも
のです。

現
場
を
見
学

西
回
り
自
動
車
道

　南九州西回り自動車道建設促進期成会（渋谷俊彦
会長）が11月1日、南九州西回り自動車道の現場見学
会を開催しました。
　自動車道沿線の住民など約60人が参加し、国土交
通省九州地方整備局八代河川国道事務所職員の案内
で、津奈木トンネルなどの工事現場を見学。
　参加者からは「大変勉強になった。早く全線開通
してほしい。」という声がありました。

冬
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
始
ま
る

ツ
ル
観
オ
ー
プ
ン

交
通
安
全
を
願
っ
て

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ス
テ
ッ
カ
ー
を
寄
贈

　悲惨な交通事故がひとつでも減るようにとの気持
ちを込めて作成した交通安全ステッカーを出水ロー
タリークラブ（日置孝一会長）が10月31日、市へ寄贈
しました。
　作成した枚数は1000枚で、市への寄贈のほかに同
ロータリークラブメンバーや交通安全協会へ配布さ
れました。
　市への寄贈ステッカーは公用車に貼られています。

伝
統
の
漁
始
ま
る

ケ
タ
打
瀬
漁

　八代海の冬の風物詩、ケタ打瀬漁が始まりました。
　「ケタ」と呼ばれる熊手のような鉄のつめが付いた
網を沈め、砂の中に潜っているクマエビをとる伝統
の漁法。
　11月２日も、白い帆いっぱいに風を受けた漁船が
八代海に優雅な姿を見せていました。
　操業は来年３月15日までです。

地
域
貢
献
で
表
彰

さ
わ
や
か
出
水
女
性
の
集
い

　ボランティア活動を通して高齢社会における地域
づくりに貢献している団体としてＮＰＯ法人さわや
か出水女性の集い（矢野ミツ理事長）が県から表彰さ
れました。
　本団体は、子育て支援、高齢者活性化支援を中心
にまちづくり、地域づくりのためのさまざまなボラ
ンティア活動に取り組んでいます。
　11月１日、市長に報告を行いました。

　11月１日、ツル観察センターがオープンし出水市観
光協会（宗像義政代表理事）主催の開所式がありました。
　式では新旧の出水市ツル親善大使の引き継ぎや、餅
投げがあり、冬の観光シーズンの訪れを祝いました。
　昨年の鳥インフルエンザ発生を教訓に、今季は同セ
ンター出入り口に消毒槽を設け、周辺道路からの観察
を禁止する代わりに入館料を無料にするなどの防疫対
策をとっています。
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気
持
ち
を
一
本
の
綱
に

綱
引
き
大
会

　11月２日、出水公会堂で綱引き大会がありました。
　地元活性化を願って、川端通り会（宇津木信孝会
長）が開催し３回目。
　職場の同僚、親しい仲間同士でつくった32チーム
が参加し、力自慢の参加者らは一本の綱に気持ちを
ひとつにし、大きなかけ声をかけながら精一杯綱を
引いていました。優勝はＹ−ＳＰＯＴ、準優勝は㈱
ヒラヤマでした。

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

吉
田
剛
一
郎
さ
ん
・
金
丸
信
夫
さ
ん

　吉田剛一郎さん（沖田自治会）、金丸信夫さん（宮
之元自治会）に瑞宝単光章が内閣総理大臣から贈ら
れました。
　吉田さんは消防職員として42年間、金丸さんは消
防団員として39年５カ月という永い間、地域の消防
行政に尽力され、その功績を評価されての受章です。
　11月４日、市長に報告されました。

武
者
行
列
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

出
水
麓
ま
つ
り

　11月３日、出水麓街なみ保存会（山下真孝会長）主
催の出水麓まつりがありました。
　江戸時代初期、出水地頭として地域振興に尽力し
た山田昌巌の遺徳をしのんで2000年から開催してお
り11回目。
　武者行列や火縄銃の試射があり、訪れた多くの見
物客は、タイムスリップしたかのような出水麓の武
家屋敷群を感じていました。

女
性
視
点
か
ら
食
と
農
を
考
え
る

農
山
漁
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　女性の視点から食と農を考える「農山漁村女性
ネットワーク全国の集いin出水」が11月２日、開催
されました。
　起業活動を行っている農山漁村女性で構成してい
る全国組織の同ネットワークが開催し、鹿児島県で
は初めて。
　事例発表やパネルデｨスカッションがあり、考え
を深め合いました。

エ
コ
活
動
で
受
賞

六
月
田
下
自
治
会

　自治会ぐるみで省エネに取り組んでいる六月田下
自治会が、南日本文化賞を地域文化部門で受賞し、
11月４日、市長に受賞報告を行いました。
　本年２月には低炭素地域づくり全国フォーラムで
環境大臣賞準グランプリを受賞するなど、本自治会
のエコ活動は全国でも高く評価されています。

往
年
の
名
車
が
ず
ら
り

オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス

　第24回西日本オールドカーフェスティバルinのだ
が同実行委員会（特手祐治委員長）主催で11月３日、
野田グラウンドで開催されました。
　愛好者の交流と地域おこしを目的に24回目の開催。
　往年の名車約250台が一堂に集い、多くのファン
や家族連れが訪れ、名車を前に記念撮影する姿も見
られました。
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キ
ッ
ク
＆
ダ
ッ
シ
ュ

ク
レ
イ
ン
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　県内32チームが参加して出水サッカースポーツ少
年団連絡協議会（德丸佳大会長）主催の第12回出水ク
レイン杯少年サッカー大会が11月５日から６日まで
高尾野多目的グラウンドなどで開催されました。
　市内からは６チームが参加。
　ゴールのたびに、会場からは歓声と声援がとんで
いました。

み
ん
な
で
育
て
よ
う
出
水
っ
子

す
こ
や
か
青
少
年
を
育
む
集
い

　学校、家庭、地域が一体となって青少年育成に取
り組むために指導者、子どもたちそれぞれの立場か
ら学習しようと、「出水市すこやか青少年を育む集
い」を11月12日、市音楽ホールなどで開催しました。
　自治会内にある神社の清掃活動を50年以上前から
続けている御岳子ども会の取り組みの事例発表など
があり、参加者は真剣に耳を傾けていました。

島
に
い
っ
ぱ
い
の
緑
を

桂
島

地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

と
も
に
さ
さ
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　地域コミュニティの活性化、役割について考えて
もらおうと「ともにささえ合うまちづくり講演会」を
11月８日、市音楽ホールで開催しました。
　自治基本条例と新しいコミュニティづくりと題し、
法政大学教授の名和田是彦氏が講演。
　集まった多くの市民に地域社会の大切さ、自治基
本条例と地域活性化の関係などを語りました。

ツ
ル
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら

ツ
ル
の
ま
ち
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　11月13日、ツルのまちウォ―キング大会がありま
した。
　出水市役所野田支所を発着点とし、熊野神社、荒
崎展望公園、ツル観察センター、感応禅寺をまわる
12㌔と、蕨島もまわる21㌔の２コースに７歳から81
歳までの約250人が歩きました。
　荒崎ではツルが上空を旋回しながら、参加者に声
援を送っていました。

す
ご
い
ぞ
！
出
水
商
業
高

女
子
弓
道
部
・
ワ
ー
プ
ロ
部

　第19回九州高校弓道新人選手権大会で県代表とし
て出場した出水商業高校女子弓道部が見事、団体戦
で優勝しました。また、県大会で個人優勝した葉山
眞希さんが４位になる好成績を残しました。11月11
日には、市長へ報告に訪れました。
　ワープロ部も県高校新人ワープロ競技大会で速度
の部団体２位、技能の部団体３位など活躍していま
す。

　桂島から北西約4.5㌔の距離に浮かぶ七尾島に桂
島自治会の11人が11月10日、植栽を行いました。
　島の周りには木の陰ができるなど、魚が集まる豊
かな漁場があり、そこを守るのが目的で初めての取
り組み。
　約２時間の作業で、潮風に強いアコウ、椿など50
本の木々を植栽しました。
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　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は 21,200 部で市内のほぼ全世帯に配
布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利
用ください‼　ただし、掲載予定ページを限定しています。掲
載希望が多数の場合は、調整させていただくことがありますの
でご了承ください。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁企画政策課秘書広報係
　　　☎ 0996−63−4120
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉　

本　

田　

珂か

惟い

俐り　

（
知
慎
・
麻
依
）

山　

口　
　

律り
つ　
　

（
信
之
・
梓
）

灰

塚

世せ

成な　

（
和
俊
・
直
美
）

成

川

心こ
こ

彩あ　

（　

裕　

）

前　

田　

翔し
ょ
う大た

朗ろ
う　

（
洋
徳
・
美
佳
）

宮

田

優ゆ

衣い　

（
正　

和
）

　

東　
　

琉り　

都と　

（
幸
政
・
理
恵
）

山

口

莉り

杏あ
ん　

（
悟
・
舞
）

吉

津

瑠る

菜な　

（
直　

生
）

松

元

悠ゆ
う

真ま　

（
弘
文
・
美
紀
）

福

満

達た
つ

希き　

（
裕
樹
・
智
子
）

吉

田

翔か
け

洸る　

（
裕
介
・
美
奈
子

）

前

平

詠え
い

任じ
ん　

（
祐　

孝
）

土

持

謙け
ん

惺せ
い　

（
貴
寛
・
麻
美
）

遠

竹

勇ゆ
う

飛ひ　

（
竜
二
・
枝
里
）

花

堂

春は
る

馬ま　

（
幹
朗
・
香
菜
）

松

岡

佑ゆ
う

星せ
い　

（
祐
貴
・
光
）

埀　

門　

龍り
ゅ
う之の

介す
け　

（
裕
也
・
弥
生
）

原

畠

悠ゆ
う

斗と　

（
哲
也
・
利
恵
）

濱

田

叶か
な

翔と　

（
富
博
・
由
美
）

大
下
本　

龍た
つ　

央お　

（
優　

樹
）

野

田

藍あ
い

花か　

（
修
史
・
飛
鳥
）

日

渡

美み

里さ
と　

（
勝
彦
・
章
子
）

原　

田　
　

亘こ
う　
　

（
義
弘
・
智
美
）

野

付

日に
ち

花か　

（
亮　

一
）

横　

内　
　

暖は
る　
　

（
優
・
真
理
）

池　

田　

も　

あ　

（
大　

吉
）

切　

通　
　

到い
た
る　
　

（
勲
・
文
子
）

日　

髙　

結ゆ

花か

子こ　

（
健
太
郎
・
有
希
子

）

脇

添

琉る

生い　

（
仁
・
香
奈
子
）

小

城

ま

い　

（
貞
治
・
亜
矢
子

）

田

中

宏ひ
ろ

憲の
り　

（
俊
裕
・
恵
美
）

池

田

遼り
ょ
う

斗と　

（
和
宏
・
真
奈
美

）

池

田

優ゆ
う

斗と　

（
和
宏
・
真
奈
美

）

宮

嶋

藍あ
お

杜と　

（
純
知
・
彬
）

大

橋

由ゆ

佳か　

（
竜
一
・
珠
恵
）

日

髙

詩う

大た　

（
代　

二
）

本

山

菊き
く

恵え　

（
政
和
・
恵
己
）

細
山
田　

圭け
い　

佑す
け　

（
崇
一
・
真
理
子

）

中

塩

陽は
る

真ま　

（
博
一
・
留
美
香

）

植

竹

伶れ
い

果か　

（
勇
樹
・
さ
や
か

）

尾　

𥔎　
　

慶け
い　
　

（
昇
吾
・
梨
沙
）

　

栫　
　

愛あ
い　

莉り　

（
真
琴
・
久
子
）

上

山

友ゆ
う

梧ご　

（
将　

吾
）

右　

田　

梨り

り々

花か　

（
勝
広
・
久
美
子

）

谷

上

琥く
う

雅が　

（
翔
太
・
舞
）

古

賀

心こ
こ

寧ね　

（
隆
弘
・
琴
美
）

末

廣

賢け
ん

汰た　

（
栄
一
・
む
つ
き

）

七

枝

美み

月づ
き　

（
光
輝
・
沙
和
美

）

（
10
月
１
日
～
11
月
１
日
届
出
分
）

（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉　

日

置

増

吉　

75　

渡
瀬
口

新

山

伊

助　

94　

六
月
田
中

上

野

秋

夫　

57　

東
水
流

冨

田

武

則　

91　

下
餅
井

大

山

良

雄　

78　

下
中

野

中

三

男　

85　

花
立
西

淵　

上　

キ
ク
ヱ　

104　

鹿
島

山　

元　

あ
き
子　

48　

桜
町

長　

濱　

チ
ヅ
子　

74　

原

河

路

晏

義　

80　

鹿
島

坂　

本　

正
次
郎　

86　

福
ノ
江
港

國

料

鉄

男　

86　
下
高
尾
野
下

中
津
川　

ツ
ヤ
子　

91　

野
田
の
郷

戸

𥔎

郁

雄　

71　

渡
瀬
口

飯

盛

敏

治　

84　

平
松
東

三　

重　

ミ
エ
子　

92　

六
月
田
下

村

田

忠

男　

63　
ラ
ガ
ー
ル
出
水
団
地

樋　

口　
　

守　
　

68　

田
多
園

辻　

口　

ツ
ル
子　

85　

渡
瀬
口

蒔

元

壽

子　

74　

沖
田

大

野

勝

典　

56　
下
大
野
原（
出
水
）

　

東　
　

照　

夫　

79　

名
古
西

川　

尻　

ミ
ス
ヱ　

96　
下
大
野
原（
出
水
）

小

薗

利

秋　

84　

八
坊

　

東　
　

朋　

子　

68　

太
鼓
橋

三
反
田　

ク
ニ
エ　

71　

鹿
島

奥

園

清

香　

82　

関
外

前

田

一

美　

59　

上
場

山

口

ソ

デ　

86　

内
野
々
上

肱

岡

藤

子　

81　

上
村
東

磯

部

周

一　

84　

平
松
西

　

外　
　

新　

一　

77　
上
ノ
原（
出
水
）

池

脇
　

昇　

94　

上
村
東

大

礒

正

憲　

56　

柴
引

森　

山　

フ
ヂ
子　

89　

広
瀬

税　

所　
　

倍　
　

85　
八
幡（
出
水
）

椎

木

民

子　

90　

西
下
り
松

井

上

利

一　

77　

別
府

　

西　
　

政　

子　

98　
石
坂（
高
尾
野
）

永
福　

ハ
ツ
ガ
メ　

93　

名
古
中

津　

田　

ミ　

ヤ　

95　

柴
引

　

原　
　

ツ
ル
エ　

91　

さ
ぎ
や
な

（
10
月
１
日
～
11
月
１
日
届
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

新　

山　

輝　

雄　
（
六
月
田
中
）

日　

置　

治　

子　
（
渡
瀬
口
）

大　

山　

敏　

夫　
（
下　

中
）

野　

中　

一　

子　
（
花
立
西
）

笠　

井　

ヨ
シ
ヱ　
（
鹿　

島
）

山　

元　
　

亨　
　
（
桜　

町
）

河　

路　

フ
ミ
エ　
（
鹿　

島
）

長　

濱　
　

香　
　
（
沖　

田
）

冨　

田　

ヱ　

ミ　
（
下
餅
井
）

坂　

本　

マ　

ツ　
（
福
ノ
江
港
）

田　

代　

和　

盛　
（
石　

坂
）

中
津
川　

初　

夫　
（
大
阪
府)

飯　

盛　

綾　

子　
（
平
松
東
）

大　

野　

和　

子　
（
下
大
野
原
）

戸　

𥔎　

基　

夫　
（
渡
瀬
口
）

浦　

𥔎　

清　

貴　
（
春
日
町
）

三　

重　

義　

則　
（
六
月
田
下
）

國　

料　

フ
サ
ノ　
（
下
高
尾
野
下
）

辻　

口　

裕　

之　
（
渡
瀬
口
）

川　

尻　
　

清　
　
（
下
大
野
原
）

　

東　
　

正　

明　
（
太
鼓
橋
）

小　

薗　

ヤ
ス
子　
（
八　

坊
）

奥　

園　

ハ
ル
子　
（
関　

外
）

前　

田　

豊　

子　
（
上　

場
）

大　

礒　

憲
一
郎　
（
柴　

引
）

池　

脇　
　

始　
　
（
鹿　

島
）

磯　

部　

幸　

子　
（
平
松
西
）

三
反
田　

岑　

生　
（
鹿　

島
）

　

外　
　

利　

秋　
（
上
ノ
原
）

梶　

原　

せ
い
子　
（
本　

城
）

椎　

木　

周　

平　
（
西
下
り
松
）

平　

井　

正　

則　
（
広　

瀬
）

梶　

尾　

静　

子　
（
上
村
東
）

税　

所　

知
惠
子　
（
八　

幡
）

山　

添　

良　

行　
（
鍋　

野
）

永　

福　

ト
シ
子　
（
名
古
中
）

　

原　
　

義　

和　
（
さ
ぎ
や
な
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。

※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

12　　　　　月
日 医　療　機　関　名

４日（日）

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田 多 園 ☎84－2005
［当］ 吉井中央病院 内・外科 東大野原 ☎62－3111
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420
［当］ 平尾診療所 内・外科 長 島 町 ☎88－2595
［児］ キッズクリニック 小児科 向 　 江 ☎63－7707

11日（日）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春 日 町 ☎62－1559
［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62－0241
［当］ 北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72－0016
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88－5040
［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿 　 島 ☎64－1500

18日（日）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大 　 和 ☎82－0048
［当］ 三慶医院 循環器・内科 井 　 上 ☎63－2333
［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040
［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88－6405
［児］ 二宮医院 内・小児科 栄 　 町 ☎62－0167

23日（金）

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西 　 町 ☎62－8801
［当］ 野田診療所 内科 仮 　 屋 ☎84－2023
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長 島 町 ☎86－0054

25日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春 日 町 ☎63－7011
［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64－1187
［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72－1041
［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121
［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88－6405
［児］ 出水総合医療センター 早 　 馬 ☎67－1611

29日（木）
［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73－4180
［当］ 平尾診療所 内・外科 長 島 町 ☎88－2595
［児］ 出水総合医療センター 早 　 馬 ☎67－1611

30日（金）
［当］ 上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73－1055
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88－5040
［児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633

31日（土）

［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器・内科 早 　 馬 ☎64－8800
［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千 本 付 ☎62－2311
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長 島 町 ☎86－0054
［児］ 二宮医院 内・小児科 栄 　 町 ☎62－0167
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水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

暮らしの情報暮らしの情報

※歯科医院診療時間　午前 8 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

12月１日〜同４日 太田電機工業所 ☎63－1966

携帯電話
（090－7397－7898）

樋 口 電 設 ☎85－5901

携帯電話
（090－7154－7490）

12月５日〜同11日 北 薩 設 備 ☎62－6011 ホクシン工建 ☎82－0612

12月12日〜同18日 ことぶき電気設備 ☎62－0313 宮 脇 建 設 ☎84－2231

12月19日〜同25日 道 添 建 設 ☎62－3833 野 村 電 設 ☎82－3637

12月26日〜同28日 川 島 工 建 ☎63－6685 アタックス ☎82－0044

12月29日 北 薩 設 備 ☎62－6011 中 畠 組 ☎82－0437

12月30日 ことぶき電気設備 ☎62－0313 山﨑水道設備 ☎82－1600

12月31日 道 添 建 設 ☎62－3833 福 井 組 ☎84－2534

○絵本版画展「手島圭三郎版画展」（12月10日まで・野田図書館）
１日（木） ▼ツル観光周遊バス出発式（午前９時15分・出水駅西口）
４日（日） ▼歳の市「野田郷むらまつり」（午前９時30分・野田農産加工施設周辺）
11日（日） ▼2011出水音楽祭（午後１時・市文化会館）
20日（火） ▼出水人生大学（午前９時30分、出水老人福祉センター）

12 月の主な行事

12 月４日 12 月 25 日

塩 山 歯 科 医 院 歯科 ☎62－2634 中町（出水） 太田歯科クリニック 歯科 ☎84－4700 仲町（野田）

マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東大野原 メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原

12 月 11 日 12 月 30 日

橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水） お て き 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0393 八幡（出水）

ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場 12 月 31 日

12 月 18 日 お て き 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0393 八幡（出水）

中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野） マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早　馬

タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡瀬口 さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千本付

ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田多園

12 月 23 日

福 留 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0978 朝日町

ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜　町

野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮　屋
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10
月
16
日
に
福
之
江
周
辺

の
干
潟
で
、自
然
観
察
会「
水

辺
の
環
境
調
べ
」を
開
催
し

ま
し
た
。　

		
講
座
で
は
海
岸
に
生
え
る

植
物
や
そ
こ
に
棲
む
生
き
物

を
観
察
し
、
最
も
多
く
観
察

で
き
た
生
き
物
は
カ
ニ
類
で

し
た
。
植
物
が
生
え
て
い
る

場
所
に
棲
む
も
の
や
、
干
潟

の
中
で
も
泥
が
多
い
場
所
に

棲
む
も
の
、
砂
が
多
い
場
所

に
棲
む
も
の
な
ど
、
環
境
ご

と
に
違
う
種
類
の
カ
ニ
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
か
に
も
海
草
や

貝
、
野
鳥
な
ど
の
観
察
を
し

て
、
自
然
界
の
生
き
物
た
ち

の「
食
べ
る
、
食
べ
ら
れ
る
」

と
い
う
つ
な
が
り
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

運
転
席
よ
り
前
の
客
室
外
フ

ロ
ン
ト
部
に
エ
ン
ジ
ン
を
設
け

た
昔
懐
か
し
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
が
出
水
を
走
り
ま
す
。

　

こ
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
は
南

国
交
通
が
運
行
す
る
21
人
乗
り

の
中
型
バ
ス
で
、
出
水
駅
と
長

島
町
蔵
之
元
港
の
間
を
１
日
４

往
復
し
て
い
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

と
し
て
１
往
復
し
ま
す
。

　

11
月
15
日
、
出
水
駅
の
南
国

バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
出
発
式
が
あ

り
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
運
行
開
始

を
祝
い
ま
し
た
。

　

沿
線
の
東
シ
ナ
海
の
夕
日
が

映
え
る
よ
う
に
緑
と
赤
、
黄
色

の
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
た
レ
ト
ロ
バ

ス
が
あ
な
た
を
あ
の
頃
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

『今月の問題』
クリスマスにイギリスでよく
作られるケーキは何？
Ａ ブッシュ・ド・ノエル
Ｂ シフォンケーキ
Ｃ クリスマスプディング

☆答えはホームページか来月号で
　（先月号の答えは

Ａのゆずでした。）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る
緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」と
は
、
地
域
内
の「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」に
対
応
し
た
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
に
一
斉
に
メ
ー
ル
を
配
信
し
、
瞬
時
に
緊
急
情
報
を
伝

え
る
仕
組
み
で
す
。

　

出
水
市
で
は
、
平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら
、
こ
の「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」を
利
用
し
、
災
害
・
避

難
情
報
を
出
水
市
内
に
一
斉
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

災
害
・
避
難
情
報
の

緊
急
速
報
を
配
信

特

　徴

　

◆
事
前
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
を
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

◆
出
水
市
内
の「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」に
対
応
し
た
携
帯
電
話
が
配
信
対
象
と
な
り
、

　
　

市
外
か
ら
の
観
光
客
等
に
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

◆
災
害
時
に
も
通
信
規
制
を
受
け
ず
に
迅
速
に
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

◆
通
信
料
は
無
料
で
す
。

出
水
市
が
配
信
す
る
情
報

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室　
（
☎
�
０
１
６
３
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.nttdocom

o.co.jp

　

津
波
警
報
等
の
災
害
情
報

　

避
難
勧
告
等
の
避
難
情
報

　

※
圏
外
時
、
電
源
オ
フ
時
、
通
話
中
に
は
配
信
さ
れ
ま
せ
ん
。

※「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」の
対
象
機
種
等
、
詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。




